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選定し，レフェリー結果を参考にして，審査を行う（レフェリーには著者名を伏して査読を依頼する）。

６．原稿料は支払わない。著者には，抜刷り30部を配付する。

７．執筆要領：
　⑴　使用言語は，日本語もしくは英語とする。いずれも完成原稿とする。
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　⑷�　論文原稿データ，推薦書原本（紙媒体）は，経済学部大学院係に提出する。表紙に論題・副題（および英文題名），著者（共

著者）名，所属，連絡（Tel/Fax，E-mail），年月日を入れ，本文のはじめの頁には論題のみを書き，著者名，所属は本
文中に入れない。

　⑸　掲載が決定された原稿は，必要なリライトの後，データファイルを提出する。
　⑹　論題・副題は，内容に即して平明・簡潔にする。
　⑺　付録，注記，参考文献は，論文末に一括掲載する。
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